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降
に
は
現
在
の
「
稲
元
」
の

名
称
が
定
着
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　「
稲
元
」
は
、
宗
像
で
の

稲
作
発
祥
の
地
と
し
て
名
付

け
ら
れ
た
と
の
説
が
あ
り
ま

す
が
、
左
岸
中
流
域
の
朝
町

川
・
高
瀬
川
な
ど
は
釣
川
に

合
流
す
る
地
点
が
稲
元
付
近

で
あ
り
、
農
業
生
産
物
な
ど
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第61回

　
２
月
11
日
、
東
京
国
立
博

物
館
で「
神
宿
る
島
」宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

 

　
稲
元
は
、現
在
の
稲
元
・

城
西
ヶ
丘
１
～
６
丁
目
の
範

囲
で
す
。
釣
川
の
中
流
右
岸

を
中
心
と
し
、
左
岸
側
の
川

沿
い
も
稲
元
に
な
り
ま
す
。

　「
稲
元
」
と
い
う
名
称
の

最
も
古
い
記
述
は
、
仁
平

４
（
１
１
５
４
） 

年
銘
の
滑

石
製
経
筒
外
面
に
刻
ま
れ
た

「
稻
本
」
で
す
。
応
永
５
（
１

３
９
８
）年
の
文
書
に
も「
稻

本
村
」
と
あ
り
、
平
安
時
代

か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て

は
、「
稻
本
」
の
名
称
が
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
宗
像
大
社
蔵
の
天
正

６
（
１
５
７
８
）
年
銘
置
札

に
は
、「
稲
元
村
」
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
以

稲元八幡宮拝殿の鬼瓦･軒丸瓦

稲元八幡宮の万延元年桜下武者図絵馬

の
集
積
地
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
も
、
語

源
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

 

　
今
か
ら
約
２
２
０
０
年

前
、
弥
生
時
代
の
稲
元
久
保

遺
跡
（
現
河
東
中
学
校
）
か

ら
穀
物
貯
蔵
穴
や
素
掘
り
の

墓
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
谷
あ

い
に
小
規
模
な
ム
ラ
が
営
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
古
墳
時
代
に
入
る
と
、
１

６
０
０
年
前
の
稲
元
久
保
遺

跡
に
鏡
、
玉
を
副
葬
し
た
前

方
後
円
墳
が
築
か
れ
、
そ
の

１
０
０
年
後
に
は
、
宗
像
地

域
で
最
も
古
い
須
恵
器
窯
跡

で
あ
る
稲
元
日
焼
原
遺
跡

（
現
城
西
ヶ
丘
）
が
営
ま
れ
、

し
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

海
の
道
む
な
か
た
館
の
西
谷

館
長
を
は
じ
め
、
専
門
家
会

議
の
先
生
ら
が
一
堂
に
会
し

　市　  http://www.city.munakata.lg.jp/でも、
市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先
　秘書政策課秘書担当　☎（36）0890

ＨＰ

て
、
同
遺
産

群
の
価
値
に

つ
い
て
３
０

０
人
以
上
の

参
加
者
を
前

に
、
活
発
な

討
論
を
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、

明
治
記
念
館

に
場
所
を
移

し
て
「
鐘
崎

天
然
と
ら
ふ

く
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
」
を
実 

鐘崎天然とらふくフェアで地元の魚のおいしさをＰＲ

施
。
築
地
の「
や
ま
祢
」な
ど

有
名
料
亭
や
多
く
の
料
理
店

を
は
じ
め
、
企
業
や
マ
ス
コ

ミ
な
ど
大
勢
の
関
係
者
約
１

５
０
人
の
参
加
が
あ
り
、「
と

ら
ふ
く
」
の
Ｐ
Ｒ
売
り
込
み

は
と
て
も
盛
況
で
し
た
。
私

も
、「
と
ら
ふ
く
」
だ
け
で

は
な
く
、
大
漁
に
水
揚
げ
さ

れ
、
地
元
で
も
評
判
の
ブ
リ

や
イ
カ
、
ア
ナ
ゴ
な
ど
取
引

し
て
も
ら
え
る
よ
う
売
り
込

み
ま
し
た
。

　
年
々
取
引
も
増
加
し
て
い

て
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
き
っ
か

け
に
、
１
人
で
も
多
く
の
人

が
宗
像
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

焼
か
れ
た
須
恵
器
は
周
辺
の

古
墳
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
９
０
０
年
前
に
は
、
稲
元

八
幡
宮
境
内
付
近
に
仁
平

４
（
１
１
５
４
）
年
と
刻
ま

れ
た
滑
石
製
経
筒
が
埋
納
さ

れ
、
明
治
35
年
の
発
見
を
経

て
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前

の
１
６
０
０
年
代
の
ム
ラ
の 稲元日焼原遺跡出土の土馬

稲
元
八
幡
宮
と

　
　

  

地
域
遺
産

春
の
特
別
展

あなたの手助け
が必要です。

記
録
で
は
、
農
作
物
の
生
産

高
は
８
４
３
石
余
り
で
し

た
。
１
７
０
０
年
代
に
は
、

大
規
模
な
釣
川
改
修
が
実
施

さ
れ
て
現
在
の
姿
と
な
り
、

流
域
の
農
業
生
産
力
が
向
上

し
て
、
生
産
高
は
１
２
７
８

石
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
代
の
稲
元
は
、
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
の
区
制
で

筑
前
34
区
の
う
ち
の
第
７
区

と
な
り
、
明
治
５
（
１
８
７

２
）年
の
大
区
小
区
制
度
で
、

宗
像
郡
は
第
４
大
区
に
編
成

さ
れ
、
稲
元
村
、
河
東
村
、

田
礼
村
、
池
浦
村
は
第
16
小

区
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
化
財
職
員
・
原
俊
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
課

☎
（
62
）
２
６
０
０

「
稲
元
」
の

名
前
の
由
来

稲
元
の

移
り
変
わ
り

　
海
の
道
む
な
か
た
館
は
、
開
館
か
ら
５

年
目
を
迎
え
、
地
域
の
暮
ら
し
や
宗
像
遺

産
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
企
画
。
今
年

は
、
釣
川
中
流
域
の
稲
元
八
幡
宮
と
地
域

遺
産
。
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
弥
生
時
代

か
ら
古
墳
時
代
の
遺
物
、
解
体
さ
れ
た
稲

元
八
幡
宮
拝
殿
の
建
築
部
材
や
絵
馬
な
ど

を
展
示
し
、
石
造
物
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル

紹
介
や
、
川
祭
り
の
様
子
を
復
元
展
示
し

ま
す
。
新
修
宗
像
市
史
の
編
さ
ん
事
業
の

調
査
成
果
と
併
せ
て
、
今
後
も
継
続
し
て

実
施
す
る
予
定
で
す
。
入
場
無
料
。

●
期
間　

４
月
26
日（
火
）～

　
　
　
　

６
月
12
日（
日
）

＊
月
曜
日
は
休
館

●
場
所　

海
の
道
む
な
か
た
館
・

　
　
　
　

常
設
展
示
室

　
　
　
　
（
企
画
展
示
ブ
ー
ス
）


